
公共建築保全情報システム（BIMMS）
（Building Information Maintenance ＆ Management Support）

建物情報を一元管理

①光熱水費を『見える化』し、コスト削減も実現

BIMMSを活用し、
施設管理者が建物情報や維持管理費を一元管理

●

②中長期修繕計画が容易に作成でき、予算の平準化
にも貢献

同一用途の支出を比較することで、漏水の
発見や使用量の調整など無駄な支出を削減。

電力使用量の見える化により、
省エネの取組の効果を示し、
職員の意識向上を図る。

『見える化』の事例（出典：佐倉市HP）

現在、佐倉市など86の地方公共団体で利用中
（平成16年度より運用）

●

インフラを支える
活動

佐倉市庁舎


